
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
光ディスクから読み取られる信号の内から、データ信号の該光ディスク上の記録位置を指
定するための記録アドレス信号

を検出する記録アドレス信号検出手段を備えた情報記録再生装置に
おいて、
上記記録アドレス信号検出手段は、上記記録アドレス信号をＦＭ復調する、ディジタル・
フィルタで構成された復調手段を備えており、
上記復調手段は、上記データ信号の記録時には、フィルタの周波数特性が急峻な特性に切
り替えられ、上記データ信号の再生時には、フィルタの周波数特性が緩やかな特性に切り
替えられることを特徴とする情報記録再生装置。
【請求項２】

ロー・パス・フィルタおよびハイ・パス・フィルタの段数を切り替えることを特徴とする
請求項１に記載の情報記録再生装置。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、光ディスクに情報を記録、再生する情報記録再生装置に関するものである。
【０００２】
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であってＦＭ復調されて光ディスクの回転制御にも用いら
れる記録アドレス信号

上記復調手段では、



【従来の技術】
近年、光ディスクは、高音質、高画質が得られる大容量かつ安価な記録メディアとして期
待されている。その光ディスクの一種にミニディスクがある。ミニディスクはランダムア
クセスが可能であり、また、リライタブルな記録メディアであるため、再生のみならず記
録も可能である。
【０００３】
ここでは、光ディスクとしてミニディスクを対象としたミニディスク記録再生装置につい
て、本発明の説明図である図１、図６、ならびに図７を用いて説明する。
【０００４】
図１に示すように、ミニディスクの規格においては、ミニディスク１から各セクタごとに
検出される記録アドレス信号Ｓ１に含まれるＡＤＩＰ同期信号Ｓ２に対して、１セクタ分
のＥＦＭ信号Ｓ９に含まれる各ヘッダ同期信号Ｓ８１（図６（ｂ））が、ミニディスク１
上で－１０～＋２６フレーム以内の位相関係になるように、記録することが定められてい
る。
【０００５】
このため、制御部５は、マイコン６からの記録動作の開始命令を受信すると、起動信号Ｓ
６を通じて、スピンドルモータ２、ブロック化部７、同期信号付加部８、変調部９、記録
部１０のそれぞれの処理に伴う遅延を考慮して、ＡＤＩＰ同期信号Ｓ２とミニディスク１
に記録するＥＦＭ信号Ｓ９に含まれるヘッダ同期信号Ｓ８１とが、ミニディスク１上で－
１０～＋２６フレーム以内の位相関係を保つように互いに同期をとりながら、スピンドル
モータ２、ブロック化部７、同期信号付加部８、変調部９、記録部１０を起動してＥＦＭ
信号Ｓ９の記録を開始する。
【０００６】
【発明が解決しようとする課題】
しかしながら、記録途中では、検出される記録アドレス信号Ｓ１と記録されるＥＦＭ信号
Ｓ９とは互いに非同期で発生される。このため、ＥＦＭ信号Ｓ９に含まれるヘッダ同期信
号Ｓ８１の位相は変動しないが、ミニディスク１から記録アドレス信号検出部４により検
出されるＡＤＩＰ同期信号Ｓ２の検出タイミングは、ミニディスク１の回転速度に依存す
るため、回転ジッタ、回転変動などの影響を受けて変動する。
【０００７】
また、検出されるＡＤＩＰ同期信号Ｓ２は、記録アドレス信号検出部４のキャプチャー特
性およびロックレンジ特性に依存する。これらの特性は、第１ロー・パス・フィルタ（以
下、「ＬＰＦ」と記す。）４１ａ、第２ＬＰＦ４１ｂ、第３ＬＰＦ４１ｃ、および第１ハ
イ・パス・フィルタ（以下、「ＨＰＦ」と記す。）４１ｅが直列に接続されているＡＤＩ
Ｐ－ＦＭ復調部４１（図７）によって決まる。
【０００８】
このため、上記従来の構造では、記録開始当初は、ヘッダ同期信号Ｓ８１とＡＤＩＰ同期
信号Ｓ２との位相関係が規格値の範囲内にあっても、記録途中でヘッダ同期信号Ｓ８１と
ＡＤＩＰ同期信号Ｓ２との位相関係が次第にずれてきて、あらかじめ設定されたミニディ
スクの規格値から外れることがある。また、ショック等の外乱により、瞬間的に位相関係
がずれて、ミニディスクの規格値から外れることがある。
【０００９】
そして、このようにヘッダ同期信号Ｓ８１とＡＤＩＰ同期信号Ｓ２との位相関係が規格値
から外れた状態で記録されたミニディスクを再生すると、ミニディスク上に記録されたＥ
ＦＭ信号を良好に再生することができず、音飛び等の不具合が発生する。
【００１０】
本発明は、上記の問題点を解決するためになされたもので、その目的は、光ディスク上に
ＥＦＭ信号が規格から外れた状態で記録されるのを防ぐとともに、光ディスク上のＥＦＭ
信号をできるだけ多く復調することができる情報記録再生装置を提供することにある。
【００１１】
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【課題を解決するための手段】
本発明の情報記録再生装置は、上記の課題を解決するために、

特徴としている。
【００１２】
上記の構成により、上記記録アドレス信号検出手段の上記記録アドレス信号に対するキャ
プチャーレンジ特性およびロックレンジ特性を、適宜切り替えることができる。
【００１３】
したがって、より最適なキャプチャーレンジ特性およびロックレンジ特性を有する情報記
録再生装置によって、データ信号の録音および再生を行うことができる。
【００１４】

【００１５】

【００１６】

、ロー・パス・フィルタおよびハイ・パス・フィルタの段数を切り替えること
を特徴とする
【００１７】

フィルタの段数を多くすることにより、周波数特性が急峻となり、記
録アドレス信号検出手段の記録アドレス信号に対するキャプチャーレンジ特性およびロッ
クレンジ特性を狭くすることができる。また、フィルタの段数を少なくすることにより、
周波数特性が緩やかとなり、記録アドレス信号検出手段の記録アドレス信号に対するキャ
プチャーレンジ特性およびロックレンジ特性を広くすることができる。
【００１８】
以上のように、ロー・パス・フィルタおよびハイ・パス・フィルタの段数を切り替えると
いう簡単な機能の追加により、記録アドレス信号検出手段の記録アドレス信号に対するキ
ャプチャーレンジ特性およびロックレンジ特性を切り替えることができる。
【００１９】
【発明の実施の形態】
本発明の一実施の形態について図１から図６に基づいて説明すれば、以下のとおりである
。なお、本実施の形態にかかる情報記録再生装置は、ミニディスクを記録メディアとする
ミニディスク記録再生装置を例として説明する。
【００２０】
ミニディスクにおいては、オーディオデータや画像データなどのデータ信号の記録位置を
指定する必要があるため、ミニディスク上の記録アドレスを示すための記録アドレス信号
Ｓ１（図１）が、データ信号を記録する場所とは別の場所にあらかじめ記録されている。
【００２１】
図６（ａ）に示すように、上記記録アドレス信号Ｓ１は、４ビットのＡＤＩＰ（ adress i
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光ディスクから読み取られ
る信号の内から、データ信号の該光ディスク上の記録位置を指定するための記録アドレス
信号であってＦＭ復調されて光ディスクの回転制御にも用いられる記録アドレス信号を検
出する記録アドレス信号検出手段を備えた情報記録再生装置において、上記記録アドレス
信号検出手段は、上記記録アドレス信号をＦＭ復調する、ディジタル・フィルタで構成さ
れた復調手段を備えており、上記復調手段は、上記データ信号の記録時には、フィルタの
周波数特性が急峻な特性に切り替えられ、上記データ信号の再生時には、フィルタの周波
数特性が緩やかな特性に切り替えられることを

具体的には、上記データ信号の記録時に、上記記録アドレス信号に対するキャプチャーレ
ンジ特性およびロックレンジ特性を狭く切り替える。該構成により、データ信号の記録中
に回転ジッタ、回転変動などにより光ディスクの線速度が変動した場合にも、規格外の状
態で光ディスク上にデータ信号が記録されるのを未然に防ぐことができる。

　また、上記データ信号の再生時には、上記記録アドレス信号に対するキャプチャーレン
ジ特性およびロックレンジ特性を広く切り替える。該構成により、データ信号の再生中に
回転ジッタ、回転変動などにより光ディスクの線速度が変動した場合にも、音飛びなどを
防ぐことができる。

本発明の情報記録再生装置は、上記の課題を解決するために、上記構成に加えて、上記復
調手段では

こともできる。

上記の構成により、



n pregroove ）同期信号Ｓ２、２４ビットのＡＤＩＰアドレス信号Ｓ３、１４ビットのＣ
ＲＣ（ cyclic redundancy check ）Ｓ４の計４２ビットで構成されている。
【００２２】
上記記録アドレス信号Ｓ１は、バイフェーズマーク方式でディジタル変調後、２２．０５
ＫＨｚでＦＭ変調された後にミニディスクに記録されたものであり、１周期が１３．３ｍ
ｓである。
【００２３】
上記ＡＤＩＰ同期信号Ｓ２は、バイフェーズマーク方式の変調規則を故意に違反させて変
調して得られる信号である。
【００２４】
上記ＡＤＩＰアドレス信号Ｓ３は、クラスタアドレスＳ３１とセクタアドレスＳ３２とか
ら構成される。そして、上記クラスタアドレスＳ３１は、ミニディスクの内周のリードイ
ンエリアから始まり、外周のリードアウトエリアに向けて増加していく。また、上記セク
タアドレスＳ３２は、各クラスタ内のアドレスであり、３６セクタで循環するようになっ
ている。
【００２５】
図１に示すように、本実施の形態にかかる情報記録再生装置であるミニディスク記録再生
装置２０は、ミニディスク１の記録および再生を行うために、スピンドルモータ２、信号
読取部３、記録アドレス信号検出部４、制御部５、マイコン６、ブロック化部７、同期信
号付加部８、変調部９、記録部１０を備えて構成されている。
【００２６】
上記スピンドルモータ２は、制御部５からの制御によって、ミニディスク１を回転駆動す
る。
【００２７】
上記信号読取部３は、光ピックアップなどから構成されており、ミニディスク１から信号
を読み取る。
【００２８】
上記記録アドレス信号検出部４は、上記信号読取部３によってミニディスク１から検出さ
れる信号の内の記録アドレス信号Ｓ１を検出するとともに、この記録アドレス信号Ｓ１に
含まれるＡＤＩＰ同期信号Ｓ２およびＡＤＩＰアドレス信号Ｓ３を取り出す。
【００２９】
上記制御部５は、上記記録アドレス信号検出部４で検出されるＡＤＩＰ同期信号Ｓ２の検
出タイミングに従って、上記のブロック化部７、同期信号付加部８、変調部９および記録
部１０の各動作を制御する。
【００３０】
上記マイコン６は、動作指示を発するなど、ミニディスク記録再生装置２０全体の制御を
行う。
【００３１】
上記ブロック化部７は、オーディオデータや画像データなどの入力信号Ｓ５を所定の周期
でブロック化する。
【００３２】
上記同期信号付加部８は、上記ブロック化部７によってブロック化された各入力信号Ｓ５
にヘッダ同期信号Ｓ８１を付加する。
【００３３】
上記変調部９は、図５に示すように、パリティ付加部９１と、ＥＦＭ変調部９２とを備え
て構成されている。上記パリティ付加部９１は、上記同期信号付加部８によってヘッダ同
期信号Ｓ８１が付加されたセクタデータＳ８から、フレームデータＳ９１を生成する。上
記ＥＦＭ変調部９２は、フレームデータＳ９１からＥＦＭ信号Ｓ９を生成する。
【００３４】
上記記録部１０は、磁気ヘッドなどから構成されており、ミニディスク１にＥＦＭ信号Ｓ
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９を記録する。
【００３５】
そして、図２に示すように、上記記録アドレス信号検出部４は、ＡＤＩＰ－ＦＭ復調部４
１、バイフェーズ復調部４２、同期信号検出部４３、クロック生成部４４、速度検出部４
５、位相検出部４６、ＡＤＩＰカウント部４７、ＣＲＣチェック部４８を備えて構成され
ている。
【００３６】
上記ＡＤＩＰ－ＦＭ復調部４１は、２２．０５ＫＨｚでＦＭ変調された記録アドレス信号
Ｓ１（ＡＤＩＰ信号）からキャリア成分（周波数２２．０５ＫＨｚ）を取り除き、さらに
バイフェーズ変調されたバイフェーズ信号からキャリア成分（周波数６．３ＫＨｚ）を取
り除き、バイフェーズ信号Ｓ１１だけを検出するため、ディジタル・フィルタで構成され
ている。
【００３７】
図３に示すように、上記ディジタル・フィルタは、ある周波数帯域以下の信号を通過させ
るロー・パス・フィルタ（以下、「ＬＰＦ」と記す。）と、ある周波数帯域以上の信号を
通過させるハイ・パス・フィルタ（以下、「ＨＰＦ」と記す。）とが縦続されたフィルタ
群である。さらに、本実施の形態では、上記のＬＰＦおよびＨＰＦの段数を、記録時と再
生時とで切り替えるフィルタ特性切替部４１ｇ，４１ｈ，４１ｉ，４１ｊを設けた。
【００３８】
ここで、図３および図４を用いて、フィルタ特性切替部４１ｇ，４１ｈ，４１ｉ，４１ｊ
について詳細に説明する。
【００３９】
上記ＡＤＩＰ－ＦＭ復調部４１は、第１ＬＰＦ４１ａ、第２ＬＰＦ４１ｂ、第３ＬＰＦ４
１ｃ、第４ＬＰＦ４１ｄと、第１ＨＰＦ４１ｅ、第２ＨＰＦ４１ｆと、フィルタ特性切替
部４１ｇ，４１ｈ，４１ｉ，４１ｊとを備えて構成されている。
【００４０】
上記のＬＰＦ４１ａ，４１ｂ，４１ｃ，４１ｄ、およびＨＰＦ４１ｅ，４１ｆは縦続され
たフィルタ群を構成している。そして、第４ＬＰＦ４１ｄの入力端と出力端には、それぞ
れフィルタ特性切替部４１ｇ，４１ｈが配設されており、フィルタ特性切替部４１ｇ，４
１ｈがバイパス４１ｄ’側に切り替わることにより、第４ＬＰＦ４１ｄをフィルタ群から
完全に切り離すことができる。同様に、第２ＨＰＦ４１ｆの入力端と出力端には、それぞ
れフィルタ特性切替部４１ｉ，４１ｊが配設されており、フィルタ特性切替部４１ｉ，４
１ｊがバイパス４１ｆ’側に切り替わることにより、第２ＨＰＦ４１ｆをフィルタ群から
完全に切り離すことができる。
【００４１】
図４（ａ）に示すように、上記のフィルタ特性切替部４１ｇ，４１ｉは一つの入力端子と
二つの出力端子を有する入力側の切替部である。そして、フィルタ制御信号Ｓ５１により
、出力端子を切り替えることができる。図４（ｂ）に示すように、上記のフィルタ特性切
替部４１ｇ，４１ｉは、フィルタ制御信号Ｓ５１がロー（Ｌ）のときには、入力信号ＩＮ
を出力信号ＯＵＴ１としてのみ出力するように接続を切り替える（図４（ａ）中では、上
側）。これに対して、フィルタ制御信号Ｓ５１がハイ（Ｈ）のときには、入力信号ＩＮを
出力信号ＯＵＴ２としてのみ出力するように接続を切り替える（図４（ａ）中では、下側
）。
【００４２】
また、図４（ｃ）に示すように、上記のフィルタ特性切替部４１ｈ，４１ｊは二つの入力
端子と一つの出力端子を有する出力側の切替部である。そして、フィルタ制御信号Ｓ５１
により、入力端子を切り替えることができる。図４（ｄ）に示すように、上記のフィルタ
特性切替部４１ｈ，４１ｊは、フィルタ制御信号Ｓ５１がロー（Ｌ）のときには、入力信
号ＩＮ１のみを出力信号ＯＵＴとして出力するように接続を切り替える（図４（ｃ）中で
は、上側）。これに対して、フィルタ制御信号Ｓ５１がハイ（Ｈ）のときには、入力信号
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ＩＮ２のみを出力信号ＯＵＴとして出力するように接続を切り替える（図４（ｃ）中では
、下側）。
【００４３】
これにより、上記のフィルタ特性切替部４１ｇ，４１ｈ，４１ｉ，４１ｊは、マイコン６
および制御部５によるフィルタ制御信号Ｓ５１によって、すべて同じ側に同時に切り替え
ることができる。すなわち、記録アドレス信号Ｓ１が通過するフィルタ群の構成を、第４
ＬＰＦ４１ｄおよび第２ＨＰＦ４１ｆを通過する構成と、これらをバイパスする構成との
間で選択することができる。
【００４４】
したがって、ＬＰＦおよびＨＰＦの段数を切り替えることにより、記録アドレス信号検出
部４の記録アドレス信号Ｓ１に対するキャプチャーレンジ特性およびロックレンジ特性を
切り替えることができる。
【００４５】
つづいて、ミニディスク記録再生装置２０において、ミニディスク１上に入力信号Ｓ５を
記録する時の動作について説明する。
【００４６】
まず、ミニディスク１上に入力信号Ｓ５を記録する前に、マイコン６は制御部５に対して
、記録アドレス信号検出命令を出す。これに応じて、制御部５は信号読取部３に対して記
録アドレス信号Ｓ１の検出の命令を出す。
【００４７】
信号読取部３は、この命令に従ってミニディスク１の回転を記録アドレス信号Ｓ１が検出
できるように回転速度および回転位相を制御して記録アドレス信号Ｓ１を検出し、記録ア
ドレス信号検出部４へ出力する。
【００４８】
記録アドレス信号検出部４は、入力された記録アドレス信号Ｓ１を、まず、ＡＤＩＰ－Ｆ
Ｍ復調部４１においてＦＭ復調してバイフェーズ信号Ｓ１ｌに変換する。ついで、このバ
イフェーズ信号Ｓ１ｌがバイフェーズ復調部４２、同期信号検出部４３およびクロック生
成部４４にそれぞれ入力される。
【００４９】
上記同期信号検出部４３は、バイフェーズ信号Ｓ１１内のバイフェーズマークの変調規則
の違反を検出することにより、ＡＤＩＰ同期信号Ｓ２を検出する。
【００５０】
上記バイフェーズ復調部４２は、上記同期信号検出部４３によって検出されたＡＤＩＰ同
期信号Ｓ２を基準にバイフェーズ信号Ｓ１１を復調して、ＡＤＩＰアドレス信号Ｓ３を生
成する。
【００５１】
ＡＤＩＰカウント部４７は、上記ＡＤＩＰアドレス信号Ｓ３をもとに、クラスタアドレス
Ｓ３１およびセクタアドレスＳ３２を算出する。ついで、ＣＲＣチェック部４８は、ＣＲ
Ｃチェックを行い、ＣＲＣチェック結果を算出する。そして、クラスタアドレスＳ３１、
セクタアドレスＳ３２、およびＣＲＣチェック結果の信号は、マイコン６へ出力される。
【００５２】
上記ＣＲＣチェック結果は、値が‘１’であれば、ＡＤＩＰアドレス信号Ｓ３（クラスタ
アドレスＳ３１、セクタアドレスＳ３２）が正しく検出できていると判断できる。これに
対して、記録途中において、回転ジッタ、回転変動などの影響を受けて、ミニディスク１
の線速度が変動した場合、最終的にＡＤＩＰアドレス信号Ｓ３のＣＲＣチェック結果の値
が‘０’となり、ＡＤＩＰアドレス信号Ｓ３が正しく検出できていないと判断できる。
【００５３】
一方、上記クロック生成部４４は、バイフェーズ信号Ｓ１１に基づいて、所定の方法で速
度検出信号Ｓ４４ａおよび位相検出信号Ｓ４４ｂが生成され、速度検出部４５および位相
検出部４６に出力される。上記速度検出部４５は、速度検出信号Ｓ４４ａに基づいて、所
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定の方法で速度誤差信号Ｓ４５を生成し、制御部５へ出力する。また、上記位相検出部４
６は、位相検出信号Ｓ４４ｂに基づいて、所定の方法で位相誤差信号Ｓ４６を生成し、制
御部５へ出力する。
【００５４】
マイコン６は、受信したＡＤＩＰアドレス信号Ｓ３が記録開始アドレスと一致すれば、制
御部５に対して記録動作の開始命令を出す。
【００５５】
制御部５は、この記録動作の開始命令に応じて、ブロック化部７、同期信号付加部８、変
調部９、および記録部１０をそれぞれ起動する起動信号Ｓ６を出力する。そして、上記の
速度検出部４５で生成した速度誤差信号Ｓ４５、および位相検出部４６で生成した位相誤
差信号Ｓ４６を元に、所定の方法によりスピンドルモータ２を回転制御する。
【００５６】
上記ブロック化部７は、図６（ｂ）に示すように、制御部５からの起動信号Ｓ６を受ける
と、圧縮されたオーディオデータや画像データなどの入力信号Ｓ５を２３３６バイトごと
に取り込んでデータＳ７１とし、マイコン６から設定された４バイトの記録アドレスＳ７
２を付加してデータスクランブルを行い、これらをデータＳ７として同期信号付加部８へ
出力する。
【００５７】
上記同期信号付加部８は、データスクランブルした２３４０バイトのデータＳ７ごとに、
１２バイトのヘッダ同期信号Ｓ８１を付加して２３５２バイトのセクタデータＳ８を順次
生成する。これらの各セクタデータＳ８は、記録アドレス信号Ｓ１と同様に、１周期が１
３．３ｍｓである。
【００５８】
変調部９において、図５に示したように、パリティ付加部９１は、２３５２バイトのセク
タデータＳ８を先頭から順に２４バイトごとのフレームに区切り、１フレームあたりＣ２
パリティを４バイト、Ｃ１パリティを４バイトの計８バイトのパリティフラグを付加して
、１フレームあたり３２バイトのフレームデータＳ９１を生成する。
【００５９】
さらに、ＥＦＭ変調部９２は、１フレームあたり３２バイトのデータに１バイトのサブコ
ードバイトを付加してそれらを８ビットから１４ビットヘの変換を行う。その後、１４ビ
ット長の各ワードに対して３ビットのマージンビットを付加し、これに２４ビットのフレ
ーム同期信号、３ビットのマージンビットを付加して１フレームあたり５８８ビットのＥ
ＦＭ信号Ｓ９を出力する。
【００６０】
最後に、記録部１０は、このＥＦＭ信号Ｓ９を磁気変調してミニディスク１に記録する。
【００６１】
ここで、ミニディスク記録再生装置２０において、ミニディスク１上に入力信号Ｓ５を記
録する時のＡＤＩＰ－ＦＭ復調部４１の動作について説明する。
【００６２】
ＡＤＩＰ－ＦＭ復調部４１は、データ信号の記録時には、制御部５からのフィルタ制御信
号Ｓ５１に基づいて、フィルタ特性切替部４１ｇ，４１ｈ，４１ｉ，４１ｊを、第４ＬＰ
Ｆ４１ｄおよび第２ＨＰＦ４１ｆに接続する側（図３中では、下側）に切り替えて、記録
アドレス信号Ｓ１にすべてのＬＰＦおよびＨＰＦを通過させる。このようにＬＰＦおよび
ＨＰＦの段数を多くすることにより、ＡＤＩＰ－ＦＭ復調部４１のバンド・パス・フィル
タ（以下、「ＢＰＦ」と記す。）としての周波数特性が急峻となる。
【００６３】
これにより、速度検出部４５、位相検出部４６によりそれぞれ生成される速度誤差信号Ｓ
４５、位相誤差信号Ｓ４６の変動成分が小さくなり、記録アドレス信号検出部４のキャプ
チャーレンジ特性およびロックレンジ特性が狭くなる。その結果、記録中に回転ジッタ、
回転変動などによりミニディスク１の線速度が変動した場合にも、記録するＥＦＭ信号Ｓ
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９に含まれるヘッダ同期信号Ｓ８１と、記録アドレス信号Ｓ１に含まれるＡＤＩＰ同期信
号Ｓ２との位相関係ができるだけ規格値に収まるようにして、規格外の状態でミニディス
ク上にＥＦＭ信号Ｓ９が記録されるのを未然に防ぐことができる。
【００６４】
つぎに、ミニディスク記録再生装置２０において、ミニディスク１上に記録されているデ
ータを再生する時の動作について説明する。
【００６５】
信号読取部３では、図示されないレーザ光源よりレーザ光を照射すると、ミニディスク１
は磁気の帯び方により、反射の向きが変わることを利用し、これを図示しないフォトダイ
オードにより検出し、増幅し、記録アドレス信号検出部４にデータ信号および記録アドレ
ス信号Ｓ１を出力する。
【００６６】
つづいて、ミニディスク記録再生装置２０において、ミニディスク１上に記録されている
データを再生する時のＡＤＩＰ－ＦＭ復調部４１の動作について説明する。
【００６７】
ＡＤＩＰ－ＦＭ復調部４１は、データ信号の再生時には、制御部５からのフィルタ制御信
号Ｓ５１に基づいて、フィルタ特性切替部４１ｇ，４１ｈ，４１ｉ，４１ｊを、バイパス
４１ｄ’，４１ｆ’に接続する側（図３中では、上側）に切り替えて、すなわち第４ＬＰ
Ｆ４１ｄおよび第２ＨＰＦ４１ｆをバイパスさせて、記録アドレス信号Ｓ１を通過させる
。このようにＬＰＦおよびＨＰＦの段数を少なくすることにより、ＡＤＩＰ－ＦＭ復調部
４１のＢＰＦとしての周波数特性が緩やかになる。
【００６８】
これにより、速度検出部４５、位相検出部４６によりそれぞれ生成される速度誤差信号Ｓ
４５、位相誤差信号Ｓ４６の変動成分が大きくなり、記録アドレス信号検出部４のキャプ
チャーレンジ特性およびロックレンジ特性が広くなる。その結果、再生中に回転ジッタ、
回転変動などによりミニディスク１の線速度が変動して、ＥＦＭ信号Ｓ９に含まれるヘッ
ダ同期信号Ｓ８１と、記録アドレス信号Ｓ１に含まれるＡＤＩＰ同期信号Ｓ２との位相関
係が規格値より広く変動しても、信号が再生でき、音飛びなどを防ぐことができる。
【００６９】
以上のように、本実施の形態にかかるミニディスク記録再生装置２０では、記録アドレス
信号検出部４の中のＡＤＩＰ－ＦＭ復調部４１の中に、フィルタ特性切替部４１ｇ，４１
ｈ，４１ｉ，４１ｊを設けて、ＬＰＦおよびＨＰＦの段数を切り替えて、ＢＰＦとしての
周波数特性を切り替えることにより、ＡＤＩＰ－ＦＭ復調回路４１のキャプチャーレンジ
特性およびロックレンジ特性を切り替えることができる。
【００７０】
そして、記録時に、ＬＰＦおよびＨＰＦの段数を多くすることにより、ＢＰＦとしての周
波数特性を急峻にする。これにより、キャプチャーレンジ特性およびロックレンジ特性が
狭くなり、記録中に回転ジッタ、回転変動などによりミニディスク１の線速度が変動した
場合にも、規格外の状態でミニディスク上にＥＦＭ信号Ｓ９が記録されるのを未然に防ぐ
ことができる。
【００７１】
また、再生時に、ＬＰＦおよびＨＰＦの段数を少なくすることにより、ＢＰＦとしての周
波数特性を緩やかにする。これにより、キャプチャーレンジ特性およびロックレンジ特性
が広くなり、再生中に回転ジッタ、回転変動などによりミニディスク１の線速度が変動し
た場合にも、音飛びなどを防ぐことができる。
【００７２】
なお、本実施の形態は本発明の範囲を限定するものではなく、本発明の範囲内で種々の変
更が可能である。例えば、ＡＤＩＰ－ＦＭ復調部４１で切り替えられるＬＰＦおよびＨＰ
Ｆはそれぞれ１段づつで説明したが、この条件のみを対象したものではない。また、フィ
ルタ特性切替部４１ｇ，４１ｈ，４１ｉ，４１ｊおよびフィルタ制御信号Ｓ５１の構成と
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、動作条件は一例にすぎず、これに限定するものではない。したがって、本発明の範囲は
、特許請求の範囲に示すものであって、明細書本文には、なんら拘束されない。さらに、
特許請求の範囲に属する変形や変更は、すべて本発明の範囲内のものである。
【００７３】

【００７４】

【００７５】

【００７６】

【００７７】

【００７８】

【００７９】

【００８０】

【００８１】

【００８２】

【００８３】

【００８４】
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　以上のように、情報記録再生装置は、光ディスクから読み取られる信号の内から、デー
タ信号の該光ディスク上の記録位置を指定するための記録アドレス信号を検出する記録ア
ドレス信号検出手段を備えた情報記録再生装置において、上記記録アドレス信号検出手段
は、上記記録アドレス信号に対するキャプチャーレンジ特性およびロックレンジ特性を切
り替えるフィルタ特性切替手段を備えてなることを特徴としている。

　上記の構成により、上記記録アドレス信号検出手段の上記記録アドレス信号に対するキ
ャプチャーレンジ特性およびロックレンジ特性を、フィルタ特性切替手段によって適宜切
り替えることができる。

　したがって、より最適なキャプチャーレンジ特性およびロックレンジ特性を有する情報
記録再生装置によって、データ信号の録音および再生を行うことができる。

　また、情報記録再生装置は、以上のように、上記構成に加えて、上記フィルタ特性切替
手段は、上記データ信号の記録時に、上記記録アドレス信号に対するキャプチャーレンジ
特性およびロックレンジ特性を狭く切り替えることを特徴としている。

　上記の構成により、上記構成による作用に加えて、上記データ信号の記録時に、上記フ
ィルタ特性切替手段によって、上記記録アドレス信号検出手段の上記記録アドレス信号に
対するキャプチャーレンジ特性およびロックレンジ特性を狭く切り替えることができる。

　よって、データ信号の記録中に回転ジッタ、回転変動などにより光ディスクの線速度が
変動した場合にも、規格外の状態で光ディスク上にデータ信号が記録されるのを未然に防
ぐことができる。

　また、情報記録再生装置は、以上のように、上記の構成に加えて、上記フィルタ特性切
替手段は、上記データ信号の再生時に、上記記録アドレス信号に対するキャプチャーレン
ジ特性およびロックレンジ特性を広く切り替えることを特徴としている。

　上記の構成により、上記の構成による作用に加えて、上記データ信号の記録時に、上記
フィルタ特性切替手段によって、上記記録アドレス信号検出手段の上記記録アドレス信号
に対するキャプチャーレンジ特性およびロックレンジ特性を広く切り替えることができる
。

　よって、データ信号の再生中に回転ジッタ、回転変動などにより光ディスクの線速度が
変動した場合にも、音飛びなどを防ぐことができる。

　さらに情報記録再生装置は、上記の課題を解決するために、上記の構成に加えて、上記
フィルタ特性切替手段は、ロー・パス・フィルタおよびハイ・パス・フィルタの段数を切
り替えることを特徴としている。

　上記の構成により、上記構成による作用に加えて、上記フィルタ特性切替手段によって
、上記記録アドレス信号検出手段に設けられているディジタル・フィルタをなすロー・パ
ス・フィルタおよびハイ・パス・フィルタの段数を切り替えることができる。

　よって、フィルタの段数を多くすることにより、周波数特性が急峻となり、記録アドレ



【００８５】

【００８６】
【発明の効果】

発明の情報記録再生装置は、以上のように、

構成である。
【００８７】
それゆえ、

【００８８】
発明の情報記録再生装置は、以上のように、 ロ

ー・パス・フィルタおよびハイ・パス・フィルタの段数を切り替える構成である。
【００８９】
それゆえフィルタの段数を多くすることにより、周波数特性が急峻となり、記録アドレス
信号検出手段の記録アドレス信号に対するキャプチャーレンジ特性およびロックレンジ特
性を狭くすることができるという効果を 奏する。また、フィルタの段数を少なくす
ることにより、周波数特性が緩やかとなり、記録アドレス信号検出手段の記録アドレス信
号に対するキャプチャーレンジ特性およびロックレンジ特性を広くすることができるとい
う効果を奏する。
【００９０】
以上のように、ロー・パス・フィルタおよびハイ・パス・フィルタの段数を切り替えると
いう簡単な機能の追加により、記録アドレス信号検出手段の記録アドレス信号に対するキ
ャプチャーレンジ特性およびロックレンジ特性を切り替えることができるという効果を奏
する。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の一実施の形態にかかる情報記録再生装置としてのミニディスク記録再生
装置の構成の概略を示すブロック図である。
【図２】図１に示したミニディスク記録再生装置に設けられた記録アドレス信号検出部の
構成の概略を示すブロック図である。
【図３】図２に示したミニディスク記録再生装置の記録アドレス信号検出部に設けられた
ＡＤＩＰ－ＦＭ復調部の構成の概略を示すブロック図である。
【図４】図２に示したミニディスク記録再生装置の記録アドレス信号検出部に設けられた
ＡＤＩＰ－ＦＭ復調部のフィルタ特性切替部の構成および動作を示す説明図であり、同図
（ａ）は入力側の構成の概略、同図（ｂ）は同図（ａ）に示した入力側の状態、同図（ｃ
）は出力側の構成の概略、同図（ｄ）は同図（ｃ）に示した出力側の状態である。
【図５】図１に示したミニディスク記録再生装置に設けられた変調部の構成の概略を示す
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ス信号検出手段の記録アドレス信号に対するキャプチャーレンジ特性およびロックレンジ
特性を狭くすることができる。また、フィルタの段数を少なくすることにより、周波数特
性が緩やかとなり、記録アドレス信号検出手段の記録アドレス信号に対するキャプチャー
レンジ特性およびロックレンジ特性を広くすることができる。

　以上のように、ロー・パス・フィルタおよびハイ・パス・フィルタの段数を切り替える
という簡単な機能の追加により、記録アドレス信号検出手段の記録アドレス信号に対する
キャプチャーレンジ特性およびロックレンジ特性を切り替えることができる。

本 光ディスクから読み取られる信号の内から
、データ信号の該光ディスク上の記録位置を指定するための記録アドレス信号であってＦ
Ｍ復調されて光ディスクの回転制御にも用いられる記録アドレス信号を検出する記録アド
レス信号検出手段を備えた情報記録再生装置において、上記記録アドレス信号検出手段は
、上記記録アドレス信号をＦＭ復調する、ディジタル・フィルタで構成された復調手段を
備えており、上記復調手段は、上記データ信号の記録時には、フィルタの周波数特性が急
峻な特性に切り替えられ、上記データ信号の再生時には、フィルタの周波数特性が緩やか
な特性に切り替えられる

データ信号の記録中に回転ジッタ、回転変動などにより光ディスクの線速度が
変動した場合にも、規格外の状態で光ディスク上にデータ信号が記録されるのを未然に防
ぐことができると共に、データ信号の再生中に回転ジッタ、回転変動などにより光ディス
クの線速度が変動した場合にも、音飛びなどを防ぐことができるという効果を奏する。

本 上記構成に加えて、上記復調手段では、

併せて



ブロック図である。
【図６】図１に示したミニディスク記録再生装置に使用されるデータのフォーマットを示
す説明図であり、同図（ａ）は記録アドレス信号のフォーマットの概略であり、同図（ｂ
）はセクタデータのフォーマットの概略である。
【図７】従来の技術にかかるミニディスク記録再生装置の記録アドレス信号検出部に設け
られたＡＤＩＰ－ＦＭ復調部の構成の概略を示すブロック図である。
【符号の説明】
１　　光ディスク（ミニディスク）
４　　記録アドレス信号検出部（記録アドレス信号検出手段）
２０　　ミニディスク記録再生装置（情報記録再生装置）
４１ｇ　フィルタ特性切替部（フィルタ特性切替手段）
４１ｈ　フィルタ特性切替部（フィルタ特性切替手段）
４１ｉ　フィルタ特性切替部（フィルタ特性切替手段）
４１ｊ　フィルタ特性切替部（フィルタ特性切替手段）
Ｓ１　　記録アドレス信号
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】 【 図 ６ 】
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【 図 ７ 】
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